















































　調査時期は，2017 年 1 月であった。
　調査対象者は，心理学の授業の受講者 179 名であり，性別では男性 143 人（79.9％）女
性 36 人（20.1％），学年別では，1 年生 138 人（77.1％），2 年生 12 人（6.7％），3 年生 15
人（8.4％），4 年生 14 人（7.8％）であった。
　調査方法は，授業内で試験を行い，その後すぐに質問紙を配布し，回答を求めた。
　調査内容は，以下の通りである。












　試験終了後に採点を行った。本研究に使われた試験は 84 点満点であったため，100 点



























































度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 α係数
実際得点 179 　14.6 95.1 　60.7 18.17
予想得点 179 　  0 100 　53.0 15.54
実際順位 179 　 0.6 100 　49.4 29.04
予想順位 179 　 10 100 　65.1 19.29
点差 179 －69.0 68.3 －7.70 17.00
自己愛総合 165 　 46 138 　83.8 17.61 .91
　注目賞賛 172 　 10  49 　28.9  8.45 .89
　優越有能 172 　 10  44 　25.2  6.98 .87
　自己主張 172 　 16  48 　29.6  6.27 .76
自尊感情 171 　 10  46 　27.8  6.50 .81
努力度 178 　  1   4 　2.81  0.72
重要度 177 　  1   4 　3.54  0.61
発揮度 178 　  1   4 　2.33  0.70






努力度 1：全くしてない 2：あまりしてない 3：まあした 4：とてもした 合計
人数 6 47 99 26 178
割合（％） 3.4 26.4 55.6 14.6 100
重要度 1：全く思わない 2：あまり思わない 3：まあ思う 4：とても思う 合計
人数 2 5 65 105 177
割合（％） 1.1 2.8 36.7 59.3 100
発揮度 1：全く思わない 2：あまり思わない 3：まあ思う 4：とても思う 合計
人数 19 86 68 5 178
割合（％） 10.7 48.3 38.2 2.8 100
効力度 1：全く思わない 2：あまり思わない 3：まあ思う 4：とても思う 合計
人数 3 7 55 113 178
割合（％） 1.7 3.9 30.9 63.5 100
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予想得点 実際順位 予想順位 点差 努力度 重要度 発揮度 効力度
実際得点 　.50＊＊ －.99＊＊ －.44＊＊ －.61＊＊ 　.28＊＊ 　.13 　.36＊＊ －.06
予想得点 －.51＊＊ －.61＊＊ 　.38＊＊ 　.46＊＊ 　.15＊ 　.40＊＊ 　.08
実際順位 　.44＊＊ 　.59＊＊ －.28＊＊ －.15＊ －.38＊＊ 　.10
予想順位 －.10 －.31＊＊ －.02 －.43＊＊ 　.02
点差 　.12 －.00 －.03 　.13





実際得点 予想得点 実際順位 予想順位 点差 努力度 重要度 発揮度 効力度
自己愛総合 　.03 　.20＊ －.04 －.25＊＊ 　.15 　.24＊＊ 　.04 　.15＊ 　.19＊
　注目賞賛 　.04 　.09 －.04 －.10 　.04 　.17＊ 　.16＊ 　.07 　.28＊＊
　優越有能 　.00 　.19＊ －.01 －.30＊＊ 　.18＊ 　.22＊＊ －.02 　.17＊ 　.07
　自己主張 　.08 　.18＊ －.09 －.23＊＊ 　.08 　.22＊＊ －.02 　.14 　.09


























































自己愛低群 自己愛中群 自己愛高群 多重比較
試験低得点群 －7.75（16.8） 　3.12（15.1） 　3.22（13.5） 低群＜中群・高群
試験高得点群 －15.3（11.3） －14.9（16.5） －15.1（12.0）
Table 6　試験の実際得点と予想得点の点差と注目・賞賛欲求の関連
注目賞賛低群 注目賞賛中群 注目賞賛高群 多重比較
試験低得点群 －3.99（19.8） 　1.14（15.8） 　2.00（15.2）
試験高得点群 －13.7（11.1） －18.9（15.4） －9.49（10.7） 中群＜高群
Table 7　試験の実際得点と予想得点の点差と優越感・有能感の関連
優越有能低群 優越有能中群 優越有能高群 多重比較
試験低得点群 －6.96（16.2） 　0.31（15.9） 　5.19（12.7） 低群＜高群
試験高得点群 －17.4（11.6） －13.6（16.8） －14.1（11.3）
Table 8　試験の実際得点と予想得点の点差と自己主張性の関連
自己主張低群 自己主張中群 自己主張高群 多重比較
試験低得点群 －5.34（21.7） 　0.79（14.5） 　4.30（12.5）
試験高得点群 －15.0（12.5） －14.6（16.4） －14.8（11.6）
Table 9　試験の実際得点と予想得点の点差と自尊感情の関連
自尊感情低群 自尊感情中群 自尊感情高群 多重比較
試験低得点群 －2.70（18.9） －4.44（16.6） 　6.20（15.3）
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